大阪は 木の ない 都 だとい はれて ゐ るが、 しかし 私の 

幼時の 記憶 は 不思議に 木と 結びついて ゐる。 

いくた ま み す 

それ は 生国 魂 神社の 境内の、 巳さん が 棲んで ゐ ると 

いはれ て 怖くて 近寄れなかった 樟の 老木で あつたり、 

はま 

北 向 八幡の 境内の 蓮 池に 落った 時に 濡れた 着物 を 干し 

た || 杏の 木で あったり、 中 寺 町のお 寺の 境内の 蟬の色 

げんし やう じ ざ か く ちな は ざ か 

を 隠した 松の 老木で あったり、 源 聖寺坂 や 口 繩坂を 緑 

の 色で 覆うて ゐた 木々 であった リ —— 私 はけつ して 木 

のない 都で 育った わけではなかった。 大阪 はすくな く 

とも 私に とって は 木の ない 都ではなかった ので ある。 

試みに、 千日 前 界隈の 見晴らしの 利く 建物の 上から、 



て 当然の ことで ある。 「下へ 行く」 とい ふの は、 坂 を 西 

に 降りて 行く とい ふこと なので ある。 数多い 坂の 中で 

地蔵 坂、 源聖寺 坂、 愛染 坂、 ロ繩坂 …… と、 坂の 名 を 

誌す だけで も 私の 想 ひ はなつ かし さに しびれる が、 と 

り わけなつ かし いのは ロ繩 坂で ある。 

ロ繩 (くちな は) と は 大阪で 蛇の ことで ある。 とい 

へば、 はや 察せられる やうに、 ロ繩坂 はまこと に 蛇の 

如く くねくねと 木々 の 間 を 縫うて 登る 古びた 石段の 坂 

である。 蛇 坂と いってし まへば 打ち こ はしになる とこ 

ろ を、 くちな は 坂と よんだ ところに 情調 も を かし 味 も 

うかが はれ、 この 名の ゆ ゑに 大阪 では 一 番 さきに 頭に 



泛ぶ 坂な の だが、 しかし 年少の 頃の 私 はロ繩 坂と いふ 

名称の もつ 趣きに は 注意が 向かず、 むしろ その 坂 を 登 

り 詰めた 高台が 夕陽 丘と よばれ、 その 界隈の 町が 夕陽 

丘で ある ことの 方に、 淡い 青春の 想 ひが 傾いた。 夕陽 

丘と は 古くから ある 名で あらう。 昔 この 高台から はる 

かに 西 を 望めば、 浪華の 海に 夕陽の 落ちる のが 眺めら 

れ たので あらう。 藤 原家隆 卿で あらう か 「ちぎり あれ 

ば 難 波の 里に やど リ 来て 波の 入日 を をが みつる かな」 

と ァ J の 高台で 歌 つた 頃に は、 もう 夕陽 丘 の 名 は 約束 さ 

れてゐ たかと 思 はれる。 しかし、 再び 年少の 頃の 私 は、 

その やうな 故事来歴 は与リ 知らず、 ただ ロ繩 坂の 中 



であらう。 

下駄屋の 隣に 薬屋が あった。 薬屋の 隣に 風呂屋が あ 

つた。 風呂屋の 隣に 床屋が あった。 床屋の 隣に 仏壇 屋 

があった。 仏壇 屋の 隣に 桶屋 があった。 桶屋の 隣に 標 

札屋 があった。 標札 屋の 隣に …… (と 見て 行って、 私 

はお やと 思った。) 本屋 はもうな かった ので ある。 

善書 堂と いふ 本屋であった。 「少年 倶楽部」 や 「蟻の 

塔」 を 愛読し、 熱心な その 投書家であった 私 は、 それ 

ら の 雑誌 の 発売日が 近づく と、 私の 応募 した 笑話が 活 

字に なって ゐ るか どうか をた しかめる ために、 曰に 二 

度 も 三度 も その 本屋へ 足 を 運んだ ものである。 善書 堂 



れた。 風 は 木の 梢に はげしく 突つ 掛 つて ゐた。 

(昭和 十九 年 三月) 
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